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市第 197 号議案 

   横浜市一般職職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改 

   正 

 横浜市一般職職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例を次のように定める。 

   平成23年３月11日提出 

                 横浜市長 林   文 子 

横浜市条例（番号） 

   横浜市一般職職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を 

改正する条例 

 横浜市一般職職員の特殊勤務手当に関する条例（平成22年３月横

浜市条例第10号）の一部を次のように改正する。 

 第４条第１項を次のように改める。 

  環境整備業務手当は、規則で定める事務所等に勤務する職員（

市長が定める者に限る。）が一般廃棄物（廃棄物の処理及び清掃

に関する法律（昭和45年法律第 137 号）第２条第２項に規定する

一般廃棄物をいう。）の収集、運搬及び処分その他規則で定める

環境整備に関する業務に従事した場合に支給する。 

 第４条第２項第１号中「月額 2,000 円」を「日額 100 円」に改め 

、同項第２号中「月額 9,750 円」を「日額 260 円」に改める。 

 第７条第１項中「。以下「勤務時間条例」という。」を削り、「

又は勤務時間条例」を「又は同条例」に、「若しくは勤務時間条例

」を「若しくは同条例」に改める。 

第９条を削る。 

 第10条第４項を次のように改め、同条を第９条とする。 



市第 197 号 

8 

４ 支給額が日額により定められた特殊勤務手当に係る業務に従事

した日数は、暦日によって計算する。 

 第11条を第10条とする。 

附 則 

 この条例は、平成23年４月１日から施行する。 

 

提 案 理 由 

 環境整備業務手当の支給方法を改めるとともに、当該手当の支給

対象となる業務を明確にする等のため、横浜市一般職職員の特殊勤

務手当に関する条例の一部を改正したいので提案する。 
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 参  考  

   横 浜 市 一 般 職 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案     
                    (下 段  現  行) 
（ 環 境 整 備 業 務 手 当 ） 

       環 境 整 備 業 務 手 当 は 、 規 則 で 定 め る 事 務 所 等 に 勤 務 す る 職 
第 ４ 条  
    環 境 整 備 業 務 手 当 は 、 一 般 廃 棄 物 の 収 集 、 運 搬 、 処 分 等 そ 

 員 （ 市 長 が 定 め る 者 に 限 る 。） が 一 般 廃 棄 物 （ 廃 棄 物 の 処 理 及 び 
 の 他 の 環 境 整 備 に 関 す る 業 務 を 所 管 す る 事 務 所 等 （ 規 則 で 定 め る 

清 掃 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 45 年 法 律 第 137 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 
 も の に 限 る 。） に 勤 務 す る 職 員 （ 市 長 が 定 め る 者 に 限 る 。） に 対 

 す る 一 般 廃 棄 物 を い う 。） の 収 集 、 運 搬 及 び 処 分 そ の 他 規 則 で 定 
 し て 支 給 す る 。 

 め る 環 境 整 備 に 関 す る 業 務 に 従 事 し た 場 合 に 支 給 す る 。 
  

２  前 項 の 環 境 整 備 業 務 手 当 の 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 

に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る 。 

        日 額 100円  
(1)  技 能 職 員  

        月 額 2,000 円  

              日 額 260円  
 (2)  事 務 職 員 又 は 技 術 職 員       を 超 え な い 範 囲 内 に お い 
              月 額 9,750 円  

  て 規 則 で 定 め る 額 

 （ 教 員 特 殊 業 務 手 当 ） 

第 ７ 条  教 員 特 殊 業 務 手 当 は 、 給 与 条 例 別 表 第 ４ 高 等 学 校 等 教 育 職 

員 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 （ そ の 職 務 の 級 が ５ 級 で あ る 職 員 を 

除 く 。） が 次 に 掲 げ る 業 務 に 横 浜 市 一 般 職 職 員 の 勤 務 時 間 に 関 す 

                              
る 条 例 （ 昭 和 26 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 61 号 

。 以 下 「 勤 務 時 間 条 例 」 

                      又 は 同 条 例    
） 第 ２ 条 に 規 定 す る 勤 務 時 間 の 時 間 外 

と い う 。                  又 は 勤 務 時 間 条 例 

                        若 し く は 同 
第 ３ 条 第 １ 項 及 び 第 ４ 項 に 規 定 す る 勤 務 を 要 し な い 日  
                        若 し く は 勤 

 条 例    
第 ５ 条 に 規 定 す る 休 日 （ 以 下 「 休 業 日 」 と 総 称 す る 。 

務 時 間 条 例 

） 若 し く は 休 業 日 に 特 に 勤 務 す る こ と を 命 ぜ ら れ た 場 合 に 与 え ら 

れ る 当 該 休 業 日 に 代 わ る 日 に お い て 従 事 し た 場 合 に 支 給 す る 。 

（ 第 １ 号 、 第 ２ 号 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 
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（ 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 の 支 給 額 ） 

                               
第 ９ 条  地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第 261 号 ） 第 28 条 の ５ 第 １ 項 

                               
 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 及 び 地 方 公 務 員 の 育 児 休 

                               
 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 110 号 ） 第 10 条 第 ３ 項 の 規 定 

                               
 に よ り 同 条 第 １ 項 に 規 定 す る 育 児 短 時 間 勤 務 の 承 認 を 受 け た 職 員 

                               
 （ 同 法 第 17 条 の 規 定 に よ る 短 時 間 勤 務 を す る こ と と な っ た 職 員 を 

                               
 含 む 。） に 月 額 で 支 給 さ れ る 第 ４ 条 に 規 定 す る 特 殊 勤 務 手 当 の 額 

                               
 に つ い て は 、 当 該 特 殊 勤 務 手 当 の 額 に 、 勤 務 時 間 条 例 第 ２ 条 第 ３ 

                               
 項 又 は 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る そ の 者 の 勤 務 時 間 を 

                               
 同 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 同 条 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 

                               
 に 規 定 す る 職 員 以 外 の 職 員 の 勤 務 時 間 で 除 し て 得 た 数 を 乗 じ て 得 

        
 た 額 と す る 。 

 （ 支 給 方 法 ） 

第 ９ 条  
    （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ） 
第 10 条  

   支 給 額 が 日 額 に よ り 定 め ら れ た 特 殊 勤 務 手 当 に 係 る 業 務 に 従 事 
４   
  前 ２ 項 に 規 定 す る 特 殊 勤 務 手 当 の 支 給 額 の 減 額 調 整 等 に 関 し 必 

 し た 日 数 は 、 暦 日 に よ っ て 計 算 す る 。 
 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。 

 （ 委 任 ） 

第 10 条 
    （ 本 文 省 略 ） 
第 11 条 


